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1．この会社が目指す姿が理解できるか（将来） 

よく理解できる。文化シヤッターはシャッターを中心としたメーカー、という印象がある

が、報告書では「シャッターだけじゃない。文化シヤッター」というスローガンが掲げられ

ており、単に製品を提供するにとどまらず、社会や環境の変化に対応して幅広い価値を提供

していこうとする姿勢がうかがえる。これは、従来の事業を足掛かりに、今後はより総合的

にインフラを提供する企業として成長していこうとする意思の表れだと感じた。それに加

え、「シャッターだけじゃない」という部分から既存事業への自信と、これからも基盤とす

る方向性を読み取ることが出来る。 

また、創立 70 周年を迎えたことを踏まえて、未来を担う若手社員との対話を用いて、BX

グループが今後社会にどのような価値を提供していくのかを発信している点が興味深かっ

た。単に過去の実績を振り返るだけではなく、次の時代に向けてどのような企業でありたい

のかが示されているため、将来像を理解しやすい。 

 

2．この会社の競争優位性が理解できるか（現在） 

ある程度理解できる。まず、文化シヤッターは長年にわたってシャッターを中心とする建

材事業で実績を積み上げてきており、その分野での経験や技術、営業基盤が強みになってい

ると考えられる。ただし、前述のとおり、文化シヤッターが既存の「シャッター会社」とい

う枠にとどまろうとしていない点にこの会社の個性がある。「シャッターだけじゃない」と

打ち出していることから分かるように、社会や顧客のニーズに応じて事業領域を広げ、新し

い価値を提供していこうとする姿勢が見えてくる。このような姿勢は、今の時代において大

きな競争優位性につながると考えられる。なぜなら、建材業界のような成熟した業界では、

単に製品を売るだけでは差別化が難しいからである。その中で文化シヤッターは、地球環境

や社会課題に対応するソリューションを前面に出しており、課題解決型の事業を行おうと

している。これは、顧客にとっての価値を製品単体ではなく、提案やサポートも含めて提供

できるという意味で競争優位性になると考えられる。 

 

3．その競争優位性に持続性があるかどうか理解できるか（変化） 

一定の持続性はあると考えられる。それは報告書全体から、短期的な利益ではなく、長期

的な視点で企業価値を高めようとしているという点を読み取れるからである。具体的には、

若手との対話を通じて会社の未来を考えたり、財務・人材・ESG を一体的に整理したりし

ている点が挙げられる。70 周年を次の成長に向けた転換点として活用しているのである。



その結果として、同社は事業領域を広げ、地球環境や社会課題に対応するソリューショング

ループをビジョンとしている。一方で、業界内での位置づけや具体的な成果などを、もう少

し分かりやすく示されていると、競争優位性の持続性をより強く感じることが出来たと思

う。例えば、シャッター業界での商品提供が他社に優位性を取られることや、そもそも業界

自体が縮小してしまう可能性が考えられる。あくまでも、建材事業は基盤として揺らぐこと

はないため、その面での現実を理解しないことには手放しで持続性があるとは言えない。た

だ、社会の変化を踏まえて自社のあり方を柔軟に見直している点から、持続性は十分にある

と考えられる。 

 

4．この会社で自身の人的資本の価値向上を達成できると思うか 

私は、自分自身の人的資本の価値向上をある程度達成できると考える。理由としては、統

合報告書の中で、人材戦略が財務戦略や ESG と並んで重視されており、社員を企業成長の

重要な基盤として捉えていることが伝わってきたからである。企業にとって人材は単なる

労働力ではなく、将来の競争力を生み出す源泉であるため、その成長を重視している会社で

は、自分自身も成長しやすい環境が整っていると感じる。 

また、一貫して述べているように、文化シヤッター未来を担う若手メンバーとの対話を通

じて、会社の方向性を共有しようとしている。これは、若手であっても会社の中で意見を持

ち、考え、関わる機会があるということを意味していると思う。学生の立場から見ると、単

に指示された仕事をこなすだけではなく、自分で考えて行動する力や、周囲と協力しながら

価値を生み出す力が必要になる。その意味で、文化シヤッターのように対話を重視する企業

では、そうした力を成長させやすいのではないかと感じた。 

また、報告書の中では、社会や環境への責任を意識した経営が示されていたため、自分の仕

事が会社の利益だけでなく、社会にもつながっているという実感を持ちやすいとも思った。

そうした環境に身を置くことで、目的意識や主体性が高まり、結果として人的資本の価値向

上につながる可能性が高いと考える。 

 

5．報告書のよかった点はどこか、どのような改善余地があるか 

この報告書のよかった点は、文化シヤッターが目指す姿を、分かりやすい言葉で示している

ことにあると考える。特に「シャッターだけじゃない。文化シヤッター」というスローガン

は印象に残りやすく、会社の変化や挑戦の方向性を一言で表している点が良いと感じた。ま

た、若手メンバーとの対話や中期経営計画、ESG などを組み合わせて構成しているため、

過去・現在・未来の流れが見えやすく、読んでいて会社の全体像をつかみやすかった。 

さらに、財務情報だけでなく人材戦略や社会的な取り組みも並べて扱っている点は、企業の

価値を多くの観点から理解できる構成になっていたと思う。単に数字を並べるのではなく、

なぜその戦略が必要なのか、どのような考え方で進めているのかが伝わるため、とても納得

しやすい内容だった。 



改善余地があるとすれば、事業ごとの強みや競争環境をもう少し具体的に示してもよい

のではないかという点にあると考えた。実際にどのような成果が出ているのかを数値や事

例で示せば、取り組みの実効性がさらに伝わると思う。全体としてはかなり分かりやすく、

企業の姿勢がよく表れた報告書だったが、より実感を持って現実を理解するためには、具体

性をもう少し強める余地があると感じた。 

 

参考文献 

00.pdf 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/5930/ir_material_for_fiscal_ym5/189869/00.pdf

